
本
語
で
働
い
て
い
た
と
き
と
は
異
な
る
と

感
じ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
2
0
2
0
年

末
の
着
任
後
し
ば
ら
く
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
国
内
の
移
動
や
オ

フ
ィ
ス
へ
の
出
勤
の
制
限
が
続
き
、
部
署

内
で
も
直
接
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
の
な
い

同
僚
も
い
る
な
ど
、
勝
手
が
つ
か
め
ず
戸

惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
に

人
が
戻
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
直
接
話
せ
る

こ
と
の
有
難
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

  

2
　
F
A
O
で
の
林
業
関
係
の
会
合

F
A
O
で
の
森
林
・
林
業
に
関
す
る
最

近
の
大
き
な
話
題
と
し
て
、
本
年
10
月
3

日
か
ら
7
日
に
か
け
て
、
第
26
回
F
A
O

林
業
委
員
会
（
C
O
F
O
26
）
が
会
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
2
年
に
一
度
開
催
さ

れ
る
、
C
O
F
O
の
1
週
間
の
会
合
は
、
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出
席
者
に
よ
る
対
話
の
場
を
提
供
す
る
と

と
も
に
F
A
O
の
林
業
分
野
に
お
け
る
将

来
の
活
動
の
戦
略
的
方
向
性
を
検
討
し
ま

す
。
本
会
合
の
最
終
日
に
は
C
O
F
O
26

の
レ
ポ
ー
ト
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

か
ら
は
林
野
庁
の
代
表
団
が
参
加
し
、
木

材
の
持
続
可
能
な
生
産
と
利
用
、「
伐
っ

て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
循
環

サ
イ
ク
ル
の
重
要
性
に
つ
い
て
発
信
す
る

な
ど
、
委
員
会
で
の
議
論
に
貢
献
し
て
い

ま
し
た
。

併
せ
て
開
催
さ
れ
た
第
8
回
世
界
森
林

週
間
（
9
月
29
日
〜
10
月
7
日
）
で
は
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
F
A
O
本
部

の
ホ
ー
ル
で
は
森
林
由
来
の
食
品
な
ど
が

展
示
（
写
真
２
）
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
、「
森
林
経
営
に
お
け
る
生
物

多
様
性
の
主
流
化
」（
写
真
３
）
で
は
、

生
物
多
様
性
の
保
全
を
森
林
経
営
へ
組
み

入
れ
る
こ
と
に
関
す
る
、
こ
れ
ま
で
の
調

国
際
機
関
で
は
た
ら
く

国
際
機
関
で
は
た
ら
く

国連食糧農業機関（FAO）
本部（イタリア・ローマ）　
資源動員及び民間セクタ―
パートナーシップ部、準専門家
田中　ゆり子

シリーズ

海
外・現
場
最
前
線
か
ら
の
お
便
り
海
外
で
活
躍
す
る
林
野
庁
職
員
の
近
況
を

シ
リ
ー
ズ
で
報
告
し
ま
す

加盟国の国旗が並ぶFAO本部外観1写真

査
研
究
の
成
果
や
事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
事
例
の
中
で
、
日
本
か
ら
は
イ
ヌ
ワ

シ
の
生
息
環
境
改
善
に
着
目
し
た
赤
谷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

  

3
　
さ
い
ご
に

日
頃
の
仕
事
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
す

が
、
週
末
に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
健
康
維

持
、
当
地
の
観
察
を
兼
ね
、
ロ
ー
マ
近
郊

の
山
な
ど
、
な
る
べ
く
郊
外
へ
足
を
向
け

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す（
写
真
４
、５
）。

F
A
O
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w
w
.fao.org/hom

e/en

Italy

規
則
、
ま
た
関
係
す
る
F
A
O
内
の
法
務

や
財
務
、
人
事
な
ど
各
部
署
の
主
要
な
点

を
把
握
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

他
方
で
部
署
内
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
入
れ
替

わ
り
が
比
較
的
頻
繁
に
行
わ
れ
、
知
識
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
、
伝
達
が
難
し
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
、
皆
が
ス
ム

ー
ズ
に
働
け
る
よ
う
、
内
部
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
改
訂
作
業
も
進
め
て
い
ま
す
。

国
際
機
関
で
の
勤
務
を
通
じ
た
印
象
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

や
同
僚
と
の
共
通
認
識
の
幅
が
日
本
や
日

  

1
　
国
連
食
糧
農
業
機
関
で
の
業
務

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
F
A
O
）
は
世

界
の
農
林
水
産
業
の
発
展
と
農
村
開
発
に

取
り
組
む
国
際
連
合
の
専
門
機
関
で
す

（
写
真
１
）。
そ
の
活
動
は
各
国
等
か
ら
の

拠
出
金
に
よ
り
支
え
ら
れ
、
現
在
予
算
の

お
よ
そ
7
割
が
任
意
拠
出
金
、
3
割
が
加

盟
国
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
分
担
金
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
所
属
す
る
部
署
は
任
意
拠
出
金
の

調
達
を
調
整
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
日
本
か
ら
F
A
O
へ
の
主
な
任
意
拠

出
に
は
、
林
野
庁
を
は
じ
め
農
林
水
産
省

か
ら
の
拠
出
金
事
業
の
ほ
か
、
外
務
省
拠

出
金
に
よ
る
事
業
、
独
立
行
政
法
人 

国

際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）
と
の
連
携
事

業
が
あ
り
ま
す
。
私
は
現
在
、
こ
れ
ら
任

意
拠
出
に
関
す
る
ド
ナ
ー
窓
口
の
担
当
と

し
て
、
日
本
政
府
か
ら
の
拠
出
金
の
受
け

取
り
に
か
か
る
合
意
文
書
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
調
整
及
び
関
係
す
る
F
A
O
内
の

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

任
意
拠
出
金
の
ド
ナ
ー
窓
口
は
業
務
の

性
格
上
、
多
岐
に
わ
た
る
F
A
O
内
部
の

1
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